
     

         

 

 

 

 

主題なにかな・どれどれ・かんがえてみよう 保育テーマ 水 月の歌 かえるのうた・かたつむり 

聖句  

見よ、それは極めて良かった  創世記１章３１節 

毎月の讃美歌 ♪ありがとう 

♪かみさまがいっしょに 

０．１．２歳児の目標 3．4．5歳児の目標 

・まわりの人や物に目を向け始める。 

・自然との関りの中で様々な不思議にであう。 

 

・遊びや友だちとの関わりが少しずつ広がり、「さわっ

てみたい」「やってみたい」思いがでてくる中で、不

安や葛藤もでてくる。・疑問を思ったことを考え調べ、

友だちや保育者と意見を出し合いながら興味をもっ

たことに取り組む。 

 6月の聖句は旧約聖書〔創世記〕1章 31節「見よ、それは極めて良かった」という言葉です。創世記は聖書の

最初に配置され、天地創造やアダムとエヴァの物語、ノアの方舟の物語、バベルの塔、族長物語（アブラハムの物

語、イサクの物語、ヤコブの物語）などが記されています。この世界はどんな世界か、人間はどんな存在かが描か

れており、いわば「世界の取扱説明書」とも言われます。「見よ、それは極めて良かった」という言葉は、神がこの

世界を作り上げた時に、自分が作った世界を見渡して言った言葉です。自画自賛です。しかし、その意味は重大で、

この世界が「極めて良い」ものとして作られているという前提を確認しています。この世界は神が望んで作った極

めて良いものであるという意味が示されています。創世記１章の天地創造物語で重要なことは、神が光と闇とを分

けるところから世界が始まったことです。混沌として世界に形が無い状態に秩序を与えて分別し、意味を与えて形

作るというのが神の創造の働きです。他のものと混ぜこぜにしないで、一つ一つのことを大切にし、それぞれに意

味を与え、尊い存在でありながら、だからと言って孤立しているわけではなく、愛によってつながっている存在と

して世界が成り立っています。神の創造の原則は「分たれず混同せず」で、これがキリスト教の基本的な世界の捉

え方になっています。しかも、それは極めて良い姿に作り上げられているのです。 

ルーテル合志教会 牧師 多田 哲  

 

月 火 水 木 金 土 

1 

 

2 歯科健診 

8時 45分～ 

内科健診 

16時～ 
 

3 

 
 

4 

礼拝 

創立記念礼拝  

5 

体育教室 
 

6 

  

8交通訓練と身

体測定の週  

9 

 

１0 

 

１1 

礼拝  

１2 

 
 

１3 

 

１5 

 

１6 

清泉老人ホーム

訪問 年長児 

１7 

楽しみメニュー 

ピアノ演奏会  

１8 

花の日礼拝  

19 

体育教室  

２0 

 

２2 

避難訓練の週 

２3 
 

２4 

  

２5 

礼拝  

２6  ２7 

２９ ３０ 七夕飾り     

※お楽しみメニューの日は、白ご飯は不要です   ※体育教室は体操服での登園です 


